
（第三種郵便物認可）

　
【
シ
カ
ゴ
時
事
】
米
航
空
機
・
防
衛

大
手
ボ
ー
イ
ン
グ
は

日
、
日
本
航
空

に
対
し
初
め
て
、
最
新
鋭
中
型
旅
客
機

「
７
８
７
」
を
２
機
引
き
渡
し
た
と
発

表
し
た
。
両
社
は

日
、
ボ
ー
イ
ン
グ

の
工
場
が
あ
る
米
ワ
シ
ン
ト
ン
州
エ
バ

レ
ッ
ト
で
記
念
式
典
を
開
催
す
る
。

　
日
航
は
４
月
に
開
設
す
る
成
田
―
米

ボ
ス
ト
ン
線
に
「
７
８
７
」
を
投
入
す

る
予
定
。
昨
年
９
月
に
航
空
会
社
と
し

て
は
初
め
て
「
７
８
７
」
を
受
け
取
っ

た
全
日
本
空
輸
は
既
に
商
業
運
航
を
開

始
し
て
い
る
。

　
「
７
８
７
」
は
炭
素
繊
維
を
機
体
に

採
用
。
軽
量
化
を
実
現
し
、
燃
費
効
率

が
大
幅
に
改
善
し
た
。
さ
ら
に
、
客
室

内
の
窓
の
大
型
化
、
座
席
上
の
収
納
ス

ペ
ー
ス
拡
大
な
ど
、
快
適
な
空
の
旅
に

配
慮
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
も
凝
ら
さ

れ
て
い
る
。

　
■
日
航
に
「
７
８
７
」
初
納
入

　

日
に
日
本
テ
レ
ビ
が
中
継
し
た
プ

ロ
野
球
の
日
米
オ
ー
プ
ン
戦
、
阪
神
―

マ
リ
ナ
ー
ズ
の
関
東
地
区
平
均
視
聴
率

は
６
・
９
％
、
巨
人
―
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

ス
は

・
３
％
だ
っ
た
。
ビ
デ
オ
リ
サ

ー
チ
が

日
発
表
し
た
。

■
阪
神
戦
は
６
・
９
％

日、米首都ワシントンで開かれた「桜

祭り」の開会式で君が代を演奏する雅

楽師の東儀秀樹さん（中央）（時事）

　
東
京
メ
ト
ロ
は

日
、
銀
座
線
の
新

型
車
両
「
１
０
０
０
系
」
＝
写
真
＝
１

編
成
の
運
行
を
４
月

日
か
ら
始
め
る

と
発
表
し
た
。
１
０
０
０
系
は
１
９
２

７
年
の
銀
座
線
開
業
時
の
車
両
と
同
じ

黄
色
と
茶
色
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
で
、

外
観
は
レ
ト
ロ
調
。
一
方
で
、
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
の
車
内
照
明
や

振
動
、
騒
音
を
抑
え
る
台
車
な
ど
新
し

い
技
術
を
取
り
入
れ
た
。

■
レ
ト
ロ
な
新
型
車
両
、来
月

日
登
場

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
時
事
】
米
首
都
ワ
シ

ン
ト
ン
の
春
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
桜
祭

り
」
の
開
会
式
が

日
開
か
れ
た
。
日

本
か
ら
桜
の
木
３
０
０
０
本
が
友
好
の

印
と
し
て
贈
ら
れ
て
か
ら
今
年
で
１
０

０
年
と
な
る
の
を
記
念
し
、
日
米
を
代

表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
。
参
加

者
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
取

り
組
む
被
災
地
住
民
ら
に
思
い
を
は
せ

た
。
開
会
式
に
は
地
元
市
民
を
中
心
に

数
千
人
が
参
加
。
雅
楽
師
の
東
儀
秀
樹

さ
ん
に
よ
る
君
が
代
演
奏
で
始
ま
り
、

日
本
の
女
性
シ
ン
ガ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
さ

ん
や
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
歌
手

で
震
災
後
に
岩
手
県
大
船
渡
市
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
サ
ラ
・
バ
レ

リ
ス
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
熱
唱
し
た
。

　
東
儀
さ
ん
は
曲
の
合
間
、
「
全
て
の

日
本
国
民
に
代
わ
り
、
心
か
ら
感
謝
し

た
い
」
と
米
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援

に
謝
意
を
表
明
。
バ
レ
リ
ス
さ
ん
は

「
（
助
け
合
う
被
災
民
の
姿
に
）
強
い

感
銘
を
受
け
た
」
と
現
地
で
の
思
い
出

を
語
っ
た
。
ま
た
、
東
北
大
ジ
ャ
ズ
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
も
演
奏
を
披
露
し
た
。

■
被
災
地
住
民
思
い
開
催
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い
し
い
・
い
た
る
　
石
井
兄
弟
社

社
長
　
東
京
在
住

　
２
月
の
札
幌
雪
祭
り
に
、
某
国
大
使

と
一
緒
に
行
っ
た
。
観
光
客
２
０
０
万

人
を
集
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
自
国
の
観

光
振
興
の
ヒ
ン
ト
を
求
め
る
た
め
だ
。

　
札
幌
訪
問
初
日
の
夜
、
札
幌
ビ
ー
ル

園
に
行
っ
た
。
ビ
ー
ル
と
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
を
堪
能
し
て
い
た
と
き
に
、
大
使
は

突
然
、
「
こ
れ
か
ら
の
数
年
間
は
不
愉

快
な
こ
と
が
起
こ
る
気
が
す
る
」
と
静

か
な
口
調
で
言
い
だ
し
た
。

　
困
惑
し
た
私
は
、
ど
う
い
う
不
愉
快

な
こ
と
か
と
聞
い
た
。
「
戦
争
だ
」
と

言
う
。
驚
い
た
私
は
「

世
紀
の
戦
争

は
１
０
０
年
前
と
違
う
。
短
時
間
に
大

量
の
人
が
死
ぬ
。
国
際
世
論
を
考
え
る

と
そ
ん
な
こ
と
す
る
国
は
な
い
じ
ゃ
な

い
の
か
」
と
反
論
し
た
。

　
大
使
は
「
確
か
に
そ
の
通
り
だ
。
悲

劇
だ
。
た
だ
、
外
交
筋
か
ら
は
そ
う
い

う
話
が
ち
ら
ほ
ら
と
聞
こ
え
て
く
る
」

と
低
い
声
で
言
う
。
私
は
「
ど
こ
の
国

が
戦
争
を
起
こ
す
の
か
」
と
聞
く
と
、

し
ば
ら
く
の
沈
黙
の
後
に
、
「
イ
ラ
ン

だ
。核
兵
器
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
ミ
サ
イ
ル
を
打

つ
だ
ろ
う
。
相
手
も
当
然
、報
復
す
る
。

ま
た
、
相
手
に
加
担
す
る
国
に
、
イ
ラ

ン
は
遠
慮
な
く
攻
撃
す
る
だ
ろ
う
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
も
被
害
は
及
ぶ
こ
と
に
な

る
」
と
言
う
。
幸
運
な
こ
と
に
、
日
本

は
ミ
サ
イ
ル
の
射
程
圏
外
だ
が
。

　
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
確
か
に
そ
の
可

能
性
は
十
分
に
あ
る
。
日
本
経
済
新
聞

に
よ
れ
ば
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
が
始
ま
っ
て

い
る
イ
ラ
ン
は
最
短
２
年
で
核
兵
器
保

有
国
に
な
る
と
い
う
見
方
を
紹
介
し
て

い
た
。
あ
る
意
味
、
イ
ラ
ン
と
イ
ス
ラ

エ
ル
の
戦
争
の
可
能
性
は
、
世
界
の
共

通
認
識
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。
が
、

日
本
で
は
危
機
感
が
乏
し
い
。

　
イ
ラ
ン
は
お
そ
ら
く
、
核
兵
器
を
持

つ
ま
で
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力

機
関
）
の
査
察
受
け
入
れ
や
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
封
鎖
な
ど
、
硬
軟
合
わ
せ
た
揺
さ

ぶ
り
で
時
間
を
稼
ぐ
だ
ろ
う
。し
か
し
、

準
備
が
整
っ
た
ら
、
事
前
通
告
な
し
で

ち
ゅ
う
ち
ょ
せ
ず
に
ミ
サ
イ
ル
発
射
ボ

タ
ン
を
押
す
の
で
は
な
い
か
。
イ
ラ
ン

の
立
場
も
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
。
現

状
の
核
保
有
国
は
、
自
分
た
ち
が
核
兵

器
を
持
っ
て
い
る
く
せ
に
、
新
し
い
国

が
持
と
う
と
す
る
と
強
烈
に
反
対
す

る
。
国
際
社
会
で
先
進
国
の
言
い
な
り

に
な
ら
な
い
た
め
の
核
兵
器
保
有
と
い

う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
戦
争
は

良
く
な
い
。
私
が
「
そ
う
な
ら
な
い
こ

と
を
祈
る
」
と
言
う
と
、
大
使
は
「
私

も
だ
」
と
静
か
に
言
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
井
　
至
）

釧路魚菜市場相場（ 日）
新富士地方卸売市場（単位：㌔円）釧路市公設地方卸売市場

安値 高値 安値 高値
メ ヌ キ - だ い こ ん 262 - 283
キ ン キ ン - に ん じ ん 231 - 231
メ ン メ ン 2730 - 3308 白 菜 177 - 193
バ バ ガ レ イ - キ ャ ベ ツ 178 - 178
ソ ウ ハ チ - ほ う れ ん 草 735 - 790
ヤナギガレイ 315 - 609 ね ぎ 1050 - 1050
マ ガ レ イ - 軟 白 ね ぎ 1050 - 1050
オ ヒ ョ ウ - に ら 740 - 740
タ ラ 210 - 378 カ リ フ ラ ワ ー 577 - 577
ア ブ ラ コ 315 - 420 ブ ロ ッ コ リ ー 672 - 672
コ マ イ - レ タ ス 420 - 420
イ カ - サ ニ ー レ タ ス 840 - 840
サ ン マ - 胡 瓜 504 - 525
タ コ 420 - 1050 茄 子 660 - 691
生 サ ケ - ト マ ト 682 - 682
塩 サ ケ - ミ ニ ト マ ト 1050 - 1050
生 マ ス 840 - 1050 ピ ー マ ン 930 - 930
ホ ッ ケ - 525 生 し い た け 1260 - 1370
カ ジ カ 210 - 263 な め こ 370 - 420
チ カ - え の き 茸 260 - 260
エ ビ - ぶ な し め じ 790 - 790
ハ マ チ - ま い 茸 790 - 890
マ グ ロ - と ち お と め 苺 1470 - 1470
ウ ニ 473 - 2730 バ ナ ナ 169 - 169
ホ タ テ 420 - 735
ホ ッ キ 420 - 630
カ キ 3990 - 5250
シ ジ ミ 1365 - 1470

根  室  市  況
（ 日･高値－安値）　　　
　　　　　　単位＝㌔・円

根　室 花　咲 歯　舞 落　石
ウ ニ 2447－ 767 － － －
ア サ リ － － 777－ 735 －
ツ ブ 類 － － － －
秋 サ ケ － － － －
釣 サ ケ － － － －
ニ シ ン 788－ 189 － － －
布 ノ リ － － － －
カ ス ベ － － 452－ 32 －
真 カ ス ベ － － － －
ワ カ サ ギ － － － －
キ ハ ダ － － － －
ス ケ ソ ウ － 105－ 32 58－ 26 －
タ ラ － 252－ 420－ 21 －
チ カ 567－ 273 － － －
青 ソ イ － － － －
キ ウ リ － － － －
オ ヒ ョ ウ － － － －
カ ジ カ － － － －
ア ブ ラ コ － 525－ 210 － －
コ マ イ 210－ 47 － － －
ソ ウ ハ チ － 294－ 105 － －
バ バ カ レ イ － － － －
黒 カ レ イ － － － －
赤 カ レ イ － － － －
アサバカレイ － － － －
柳 カ レ イ － － － －
サ メ カ レ イ － － － －
油 カ レ イ － － － －
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Ａ
Ｉ
Ｊ
投
資
顧
問
の
年
金
消
失

問
題
で
、
傘
下
の
ア
イ
テ
ィ
ー
エ

ム
証
券
（
東
京
）
が
、
運
用
損
が

正
し
く
記
載
さ
れ
た
監
査
報
告
書

を
見
て
、
不
正
を
認
識
し
て
い
た

疑
い
の
あ
る
こ
と
が

日
、
分
か

っ
た
。
同
証
券
側
は
証
券
取
引
等

監
視
委
員
会
に
「
虚
偽
は
知
ら
な

か
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、

監
視
委
は
、
虚
偽
運
用
を
開
始
当

初
か
ら
知
り
な
が
ら
、
顧
客
の
勧

誘
を
続
け
て
い
た
と
み
て
い
る
。

　
ア
イ
テ
ィ
ー
エ
ム
証
券
は
、
浅

川
和
彦
社
長
（

）
が
実
質
支
配

す
る
フ
ァ
ン
ド
が
資
本
金
の

％

を
出
資
。
Ａ
Ｉ
Ｊ
が
取
り
扱
う
投

資
信
託
を
、
顧
客
の
年
金
基
金
な

ど
に
販
売
す
る
営
業
を
担
当
し
て

い
た
。

監
査
報
告
書
で

損
失
確
認
　
　

Ａ
Ｉ
Ｊ
傘
下
の
証
券
会
社

　
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

で
避
難
し
、
１
月
末
に
「
帰
村
宣

言
」
を
行
っ
た
福
島
県
川
内
村
は

日
、
村
内
の
庁
舎
で
役
場
業
務

を
再
開
し
た
。
役
場
を
移
転
さ
せ

た
原
発
周
辺
９
町
村
の
う
ち
、
元

の
庁
舎
に
戻
っ
た
の
は
広
野
町
に

続
き
２
番
目
。

　
村
役
場
は
約

人
態
勢
で
業
務

を
始
め
、
４
月
か
ら
小
中
学
校
と

保
育
園
、
村
営
診
療
所
を
再
開
す

る
。
村
は
立
ち
入
り
禁
止
の
警
戒

区
域
内
を
除
く
全
世
帯
の
除
染
を

年
内
に
完
了
さ
せ
る
方
針
だ
が
、

帰
村
す
る
か
ど
う
か
は
住
民
の
判

断
に
任
せ
て
い
る
。

川
内
村
、
元
の

庁
舎
で
役
場
再
開

　
【
マ
ニ
ラ
時
事
】
フ
ィ
リ
ピ
ン

警
察
に
よ
る
と
、
中
部
セ
ブ
州
の

ラ
プ
ラ
プ
市
で

日
、
東
京
都
出

身
の
梶
井
琴
香
さ
ん
（

）
が
自

宅
で
刺
殺
さ
れ
た
。
警
察
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
夫
で
無
職
の
デ
ク
ス

タ
ー
・
デ
ニ
ラ
容
疑
者
（

）
を

殺
人
容
疑
で
逮
捕
し
た
。

　
デ
ニ
ラ
容
疑
者
は
酒
に
酔
っ
て

日
未
明
に
帰
宅
。
梶
井
さ
ん
に

と
が
め
ら
れ
た
こ
と
に
腹
を
立

て
、
台
所
か
ら
持
ち
出
し
た
刃
物

で
梶
井
さ
ん
を
繰
り
返
し
刺
し
て

殺
害
し
た
疑
い
が
持
た
れ
て
い

る
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
れ
ば
、

夫
婦
は
昨
年
結
婚
し
、
９
カ
月
の

娘
が
い
る
。

邦
人
女
性
、刺
殺
さ
れ
る

　
知
人
の
飲
食
店
経
営
者
か
ら
現

金

万
円
を
脅
し
取
っ
た
と
し

て
、
警
視
庁
大
塚
署
は

日
ま
で

に
、
恐
喝
容
疑
で
元
プ
ロ
ボ
ク
サ

ー
の
保
住
直
孝
容
疑
者
（

）
＝

東
京
都
豊
島
区
目
白
＝
ら
２
人
を

逮
捕
し
た
。
同
署
に
よ
る
と
、
い

ず
れ
も
「
金
は
受
け
取
っ
た
が
、

脅
し
て
は
い
な
い
」
と
容
疑
を
否

認
し
て
い
る
。

　
保
住
容
疑
者
は
以
前
、
東
洋
太

平
洋
ミ
ド
ル
級
や
日
本
ミ
ド
ル
級

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
っ
た
。

　
逮
捕
容
疑
は
８
日
午
前
３
時

分
ご
ろ
、文
京
区
内
の
飲
食
店
で
、

経
営
者
の
男
性
（

）
に
「
世
話

に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
最
低
な

こ
と
を
し
て
い
る
。
本
当
に
殺
さ

れ
る
ぞ
」
な
ど
と
言
い
が
か
り
を

つ
け
、

万
円
を
脅
し
取
っ
た
疑

い
。

元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
を

恐
喝
容
疑
で
逮
捕

　
今
枝
　
敬
雄
氏

？
？
？
？
？
？
？

（
い
ま
え
だ
・
の
り

お
＝
元
自
民
党
衆
院
議
員
）

日
午
前

時

分
、
肺
炎
の
た
め
名
古
屋
市
の

病
院
で
死
去
、

歳
。
愛
知
県
出
身
。

自
宅
は
同
市
中
区
新
栄
３
の
７
の

。

葬
儀
は

日
午
後
１
時
か
ら
同
市
千
種

区
千
種
２
の

の
１
の
い
ち
や
な
ぎ
中

央
斎
場
で
。
喪
主
は
妻
加
陽
子
（
か
よ

こ
）
さ
ん
。

　

年
衆
院
選
に
自
民
党
か
ら
旧
愛
知

１
区
に
出
馬
し
初
当
選
。
当
選
３
回
。

経
済
企
画
政
務
次
官
、
運
輸
政
務
次
官

な
ど
を
務
め
た
。

　
在
日
米
軍
再
編
計
画
の
見
直
し

で
、
日
米
両
政
府
が
在
沖
縄
海
兵

隊
の
国
外
移
転
規
模
を
９
０
０
０

人
以
上
と
す
る
方
向
で
調
整
に
入

っ
た
こ
と
が

日
、
分
か
っ
た
。

２
０
０
６
年
の
在
日
米
軍
再
編
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
（
行
程
表
）
で
定
め

ら
れ
た
移
転
数
は
約
８
０
０
０
人

で
、
１
０
０
０
人
以
上
増
え
る
こ

と
に
な
る
。
両
政
府
は
米
国
で

日
に
行
っ
た
外
務
・
防
衛
当
局
に

よ
る
審
議
官
級
協
議
で
、
こ
の
方

針
を
確
認
し
た
。

　
日
米
協
議
で
は
、
グ
ア
ム
に
約

４
２
０
０
人
を
移
駐
し
、
約
４
８

０
０
人
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式

で
米
本
土
西
海
岸
と
ハ
ワ
イ
に
配

置
す
る
案
が
有
力
だ
。
抑
止
力
維

持
の
た
め
、
沖
縄
に
は
約
１
万
人

を
残
す
。
残
留
部
隊
に
は
、
米
側

が
米
軍
岩
国
基
地
（
山
口
県
岩
国

市
）
へ
の
移
転
を
日
本
側
に
打
診

し
て
拒
否
さ
れ
た
、
第
１
海
兵
航

空
団
の
司
令
部
約
１
３
０
０
人
も

含
ま
れ
る
も
よ
う
だ
。

　
た
だ
、
在
沖
縄
海
兵
隊
の
総
兵

力
は
確
定
し
て
お
ら
ず
、
約
９
０

０
０
人
と
い
う
移
転
規
模
は
総
兵

力
を
約
１
万
９
０
０
０
人
と
見
積

も
っ
た
場
合
の
数
字
。
今
後
の
協

議
で
総
兵
力
が
上
方
修
正
さ
れ
、

移
転
規
模
が
１
万
人
以
上
に
膨
ら

む
可
能
性
も
あ
る
。

　
一
方
、
両
政
府
は
、
グ
ア
ム
移

駐
に
必
要
な
財
政
負
担
の
見
直
し

も
議
論
し
て
い
く
方
針
で
一
致
し

た
。
４
月
上
旬
に
も
局
長
級
協
議

を
行
い
、
論
議
を
本
格
化
さ
せ
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
米
側
は

移
駐
経
費
の
う
ち
日
本
が
負
担
す

る

億
㌦
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
増

額
す
る
よ
う
既
に
打
診
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
民
主
党
は

日
、
消
費
増
税
関

連
法
案
の
事
前
審
査
で
政
策
調
査

会
の
合
同
会
議
を
衆
院
議
員
会
館

で
開
き
、
月
内
の
閣
議
決
定
に
向

け
た
調
整
を
続
け
た
。
し
か
し
、

焦
点
の
景
気
条
項
で
執
行
部
と
反

対
派
の
溝
は
依
然
深
く
、
党
内
論

議
の
決
着
は
野
田
佳
彦
首
相
が
海

外
出
張
か
ら
帰
国
す
る

日
以
降

に
持
ち
越
さ
れ
る
の
は
確
実
な
情

勢
。
野
田
政
権
が
目
指
し
て
い
た

同
日
の
閣
議
決
定
も
、

日
に
ず

れ
込
む
公
算
だ
。

　
首
相
は

日
、
首
相
官
邸
で
記

者
団
の
質
問
に
答
え
、
「
前
原
誠

司
政
調
会
長
を
中
心
に
結
論
を
出

し
て
も
ら
え
る
と
確
信
し
て
い

る
。
必
要
が
あ
れ
ば
私
の
出
番
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
、

最
終
局
面
で
は
自
ら
が
反
対
派
の

説
得
に
乗
り
出
す
こ
と
も
辞
さ
な

い
考
え
を
示
し
た
。

　
前
原
氏
は
合
同
会
議
の
冒
頭
あ

い
さ
つ
し
、
景
気
条
項
に
つ
い
て

「
数
値
を
条
件
に
す
る
こ
と
は
絶

対
に
駄
目
だ
」
と
重
ね
て
強
調
。

一
方
で
デ
フ
レ
脱
却
や
経
済
成
長

に
つ
い
て
「
何
ら
か
の
担
保
を
政

府
に
課
す
こ
と
も
大
事
だ
」
と
述

べ
た
。

　
前
原
氏
は
当
初
、

日
の
会
議

に
景
気
条
項
の
再
修
正
案
を
示
す

意
向
だ
っ
た
が
、
「
首
相
と
も
最

終
的
に
相
談
し
な
く
て
は
い
け
な

い
テ
ー
マ
だ
」
と
述
べ
、

日
の

首
相
の
帰
国
後
に
提
示
す
る
考
え

を
示
し
た
。

　
た
だ
、
反
対
派
は「
名
目
３
％
、

実
質
２
％
」
な
ど
の
経
済
成
長
率

を
数
値
目
標
と
し
て
盛
り
込
む
よ

う
主
張
。執
行
部
と
の
溝
は
深
く
、

反
対
派
と
折
り
合
え
る
か
は
不
透

明
だ
。

　

日
の
合
同
会
議
で
は
、
付
則

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
「
給
付
付

き
税
額
控
除
」
な
ど
低
所
得
者
対

策
に
つ
い
て
論
議
。
反
対
派
か
ら

は
本
則
に
書
き
込
む
よ
う
求
め
る

声
が
上
が
っ
て
お
り
、
執
行
部
も

受
け
入
れ
る
方
向
だ
。

　第644回ロト６　　　　　　　　　　　

　　　　（ 日、東京宝くじドリーム館）

【本数字】　

　　０４　１４　２２　２３　２６　４２

【ボーナス数字】０２　　　　　　　　　

◇１等　　　　　　　　 　145,189,300円

◇２等　　　　　　　　　　17,410,000円

◇３等　　　　　　　　　 　　455,800円

◇４等　　　　　　　　　　　 　8,400円

◇５等　　　　　　　　　 　　　1,000円

　第3337回ナンバーズ　　　　　　　　
　　　　（ 日、東京宝くじドリーム館）
【ナンバーズ３】　　　　　　　　２２６
◇ストレート　　　　　　　　　79,600円
◇ボックス　　　　　　　　　　26,500円
◇セット・ストレート　　　　　53,000円
◇セット・ボックス　　　　　　13,200円
◇ミニ　　　　　　　　　　　 　7,900円
【ナンバーズ４】　　　　　　　０９８１
◇ストレート　　　　　　　 　885,200円
◇ボックス　　　　　　　　　　36,800円
◇セット・ストレート　　 　　461,000円
◇セット・ボックス　　　　　　18,400円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発光ダイオード（ＬＥＤ）

照明器具の一部試験点灯で

夜空に輝く東京スカイツリ

ー＝ 日夜、東京都墨田区

　
【
ソ
ウ
ル
時
事
】
オ
バ
マ
米
大

統
領
と
胡
錦
濤
中
国
国
家
主
席
は

日
午
後
、
ソ
ウ
ル
市
内
で
会
談

し
、
北
朝
鮮
の
長
距
離
弾
道
ミ
サ

イ
ル
発
射
阻
止
に
向
け
た
対
応

で
、
緊
密
に
連
携
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
は

胡
主
席
に
北
朝
鮮
へ
の
影
響
力
行

使
を
強
め
る
よ
う
要
請
。
胡
主
席

は
積
極
的
な
働
き
掛
け
を
行
っ
て

い
く
と
応
じ
た
。

　
オ
バ
マ
大
統
領
は
こ
れ
に
先
立

つ
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
・
ロ
シ
ア
大

統
領
と
の
会
談
で
も
、
ミ
サ
イ
ル

発
射
が
国
連
安
保
理
決
議
違
反
に

当
た
る
と
の
認
識
で
一
致
。
北
朝

鮮
に
計
画
中
止
を
求
め
て
い
く
こ

と
で
合
意
し
た
。

　
米
国
が
中
ロ
両
国
か
ら
連
携
の

約
束
を
取
り
付
け
た
こ
と
で
、
６

カ
国
協
議
に
参
加
す
る
日
米
韓
中

ロ
が
北
朝
鮮
に
ミ
サ
イ
ル
発
射
中

止
を
求
め
る
基
本
姿
勢
で
足
並
み

を
そ
ろ
え
た
。

　
ロ
ー
ズ
米
大
統
領
副
補
佐
官

（
戦
略
広
報
担
当
）
は
記
者
会
見

で
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
胡
主
席
に

対
し
、
「
北
朝
鮮
へ
の
影
響
力
を

行
使
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
し

て
、
一
層
の
努
力
を
求
め
た
と
説

明
。
同
副
補
佐
官
に
よ
る
と
、
両

首
脳
は
ま
た
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
が

強
行
さ
れ
た
場
合
、
「
ど
の
よ
う

な
措
置
を
取
る
べ
き
か
検
討
す

る
」
こ
と
で
合
意
し
た
。

会
談
を
前
に
握
手
す
る
オ
バ
マ
米
大
統
領
（
左
）
と
胡
錦
濤

中
国
国
家
主
席
＝

日
、
ソ
ウ
ル
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時
事
）

　
【
ソ
ウ
ル
時
事
】

カ
国
の
首

脳
級
が
核
テ
ロ
防
止
へ
の
協
力
な

ど
を
話
し
合
う
核
安
全
保
障
サ
ミ

ッ
ト
が

日
夕
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル

で
開
幕
し
た
。
東
京
電
力
福
島
第

１
原
発
事
故
を
機
に
重
要
課
題
と

し
て
浮
上
し
た
原
発
の
安
全
や
テ

ロ
へ
の
対
策
も
討
議
、
成
果
を

日
午
後
に
「
ソ
ウ
ル
宣
言
」
と
し

て
発
表
す
る
。

　

日
は
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

続
き
、
協
議
を
兼
ね
た
夕
食
会
を

開
催
し
、
２
０
１
０
年
４
月
に
ワ

シ
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
第
１
回
会

合
後
の
各
国
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
意
見
交
換
。
各
国
首
脳
は
、
核

物
質
の
廃
棄
や
削
減
、
核
安
保
関

連
の
教
育
施
設
の
設
立
な
ど
の
成

果
を
発
表
し
た
。

　
韓
国
の
金
星
煥
外
相
は
記
者
会

見
で
、
「
こ
の
２
年
間
、
（
各
国

で
）
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
な
ど
の
核
物

質
削
減
に
相
当
な
進
展
が
あ
り
、

テ
ロ
集
団
が
核
物
質
を
手
に
入
れ

る
可
能
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
評
価
し
た
。

　

日
は
核
物
質
の
削
減
と
管
理

の
徹
底
を
目
指
し
、
本
格
協
議
に

入
る
。
入
手
が
容
易
な
放
射
性
物

質
を
使
っ
た
テ
ロ
や
、
原
子
力
施

設
の
保
護
強
化
、
原
発
を
狙
っ
た

テ
ロ
防
止
に
つ
い
て
も
議
論
す

る
。

　
金
外
相
は
、
北
朝
鮮
や
イ
ラ
ン

の
核
問
題
は
議
題
に
含
ま
れ
て
い

な
い
と
説
明
。
そ
の
上
で
、
「
サ

ミ
ッ
ト
は
核
物
質
の
使
用
を
最
小

限
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お

り
、
北
朝
鮮
が
核
物
質
を
放
棄
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
な
る
だ
ろ
う
」
と
強
調
し
た
。

　
ソ
ウ
ル
宣
言
に
は
、
核
・
放
射

性
物
質
の
出
所
を
特
定
し
、
不
正

行
為
の
証
拠
と
す
る
核
鑑
識
強
化

の
た
め
の
協
力
な
ど
、
テ
ロ
防
止

に
向
け
た
具
体
策
が
盛
り
込
ま
れ

る
見
通
し
。

　
田
中
直
紀
防
衛
相
は

日
夜
、

北
朝
鮮
の
「
衛
星
」
と
称
す
る
長

距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
に
備

え
、

日
に
防
衛
省
と
自
衛
隊
の

幹
部
に
よ
る
防
衛
会
議
を
開
き
、

地
対
空
誘
導
弾
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ

サ
イ
ル
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
）
配
備
な
ど

に
関
す
る
準
備
命
令
を
出
す
意
向

を
示
し
た
。
同
省
内
で
記
者
団
に

明
ら
か
に
し
た
。

　
ま
た
、
防
衛
相
は
「
官
邸
の
藤

村
修
官
房
長
官
は
じ
め
（
関
係
閣

僚
に
）
相
談
す
る
」
と
述
べ
、
防

衛
会
議
に
先
立
っ
て
、
岡
田
克
也

副
総
理
、
玄
葉
光
一
郎
外
相
、
藤

村
官
房
長
官
と
会
い
、
ミ
サ
イ
ル

の
迎
撃
態
勢
に
つ
い
て
協
議
す
る

意
向
を
示
し
た
。

　
防
衛
省
は
、
ミ
サ
イ
ル
が
上
空

を
通
過
す
る
可
能
性
が
高
い
沖
縄

県
だ
け
で
な
く
、
首
都
圏
に
も
Ｐ

Ａ
Ｃ
３
を
配
備
す
る
方
針
。
自
衛

隊
は
準
備
命
令
を
受
け
て
、
配
備

先
の
現
地
調
査
な
ど
を
行
う
。
調

査
や
関
係
自
治
体
と
の
調
整
を
終

え
た
上
で
、

日
に
も
防
衛
相
が

破
壊
措
置
命
令
を
発
令
し
、
即
応

態
勢
に
入
る
見
通
し
だ
。

　
こ
れ
に
関
連
し
、
防
衛
省
は

日
、
沖
縄
県
と
同
県
石
垣
、
宮
古

島
両
市
に
担
当
者
を
派
遣
し
、
Ｐ

Ａ
Ｃ
３
配
備
に
向
け
た
説
明
や
手

続
き
の
確
認
を
行
っ
た
。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。
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開
業
ま
で
２
カ
月
を
切
っ
た
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
東
京
都
墨
田

区
、
高
さ
６
３
４
㍍
）で

日
夜
、

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
照

明
器
具
の
試
験
点
灯
が
行
わ
れ

た
。
青
色
や
紫
色
、
赤
色
な
ど
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
明
か
り
が
下
町
の
夜
に

輝
く
と
、
地
上
で
見
守
っ
て
い
た

子
ど
も
た
ち
の
間
か
ら「
光
っ
た
、

光
っ
た
」
と
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
５
月

日
の

開
業
後
、
隅
田
川
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
「
粋
」
と
、
日
本
人
の
美
意
識

を
示
す
「
雅
（
み
や
び
）
」
と
名

付
け
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
よ
る
光
の

演
出
で
、
東
京
の
夜
空
を
彩
る
予

定
だ
。

　
今
回
の
試
験
点
灯
は
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
西
側
部
分
の
高
さ
２
８
５
㍍

ま
で
に
設
置
さ
れ
た
約
１
５
０
台

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で
実
施
。
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
を
運
営
す
る
東
武
タ
ワ
ー

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
東
京
）
は
開
業

ま
で
試
験
点
灯
を
複
数
回
行
う
こ

と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　


